
部外秘 歴史

項目　 教科書名

新編　新しい社会　歴史（２・東書）
中学社会　歴史　未来をひらく（１７・
教出）

社会科　中学生の歴史　日本の歩みと
世界の動き（４６･帝国）

中学歴史　日本と世界　改訂版
（８１・山川）

中学社会　歴史的分野（１１６・日
文）

新しい歴史教科書（２２５・自由社） 新しい日本の歴史（２２７・育鵬社）
ともに学ぶ人間の歴史
（２２９・学び舎） 国史教科書（２３６・令書）

１　学習指導
要領の教科の
目標を達成す
るために取り
扱う内容の選
択について

・導入資料や章の冒頭や節の中で
「なぜ～はこうしたのか」「この時代
の人々はどのように暮らしていたの
か」といった問いかけから探究心を
刺激し、歴史的観点を多面的・多角
的に考察する力を養うよう配慮され
ている。
・「チェック＆トライ」では、短時間の
説明・要約などで学習内容をまとめ
ることで思考力・判断力・表現力が
高められるようにしている。

・教科書の冒頭に学習の進め方や
歴史の見方・考え方についての特
集を設けて、多面的・多角的に学習
に取り組めるようにしている。
・「LOOK！」、「TRY！」、「THINK！」
などの活動が設けられ、資料を活
用しながら学習を深められる工夫が
なされている。
・「歴史の窓」や「歴史の技」のコー
ナーにより本文とは違う視点から学
ぶことができるように配慮されてい
る。

・「学習を振り返ろう」では、作業的
な課題などで歴史的な見方・考え方
を働かせることを促し、社会的事象
を多面的・多角的に考察する力を養
うよう配慮されている。
・学習内容を活用して思考を促し、
自分なりに判断・表現する問いが設
けられていることにより、思考力・判
断力・表現力が高められるようにし
ている。

・時代を通した視点やグローバルな
視点で見たテーマなど１０のテーマ
を「歴史へのアプローチ」で取り上げ
ることで、多面的・多角的に考察す
る機会を設けている。
・各章の最後に、まとめのページが
見開きで用意されており、政治史・
経済史・社会史・文化史など多様な
視点で自分の言葉で基礎・基本の
確認とまとめを行うことができるよう
に工夫されている。
・様々な立場を考慮した叙述が重視
され、価値観が異なる立場の資料も
取り上げられている。

・課題探究時に「スキルUP」などの、
動画コンテンツから事象を様々な視
点から読み取ることにより、多面的・
多角的に考察する力を養うよう配慮
されている。
・「トライ」や「資料活用コーナー」な
ど随所で生徒が自分の言葉で表現
できるように構成することで、思考
力・判断力・表現力が高められるよ
うにしている。

・歴史的事象や出来事について、異
なる視点から分析する活動を通して
多面的・多角的に考察する力を養う
よう配慮されている。
・人物伝記を書く設定を設け、学習
したことを自分の言葉でまとめるこ
とにより、思考力・判断力・表現力が
高められるようにしている。

・課題解決型の学習が展開できるよ
うに、「歴史ビュー」や「人物クロー
ズアップ」のコラム等を提示し、自分
のテーマについて深く掘り下げ、多
面的・多角的に考察する力を養うよ
う配慮されている。
・「課題学習」として具体的な調べ学
習の事例を紹介し、資料を活用して
自ら調査が進められるように配慮さ
れている。

・興味を引く課題掲示や歴史の具体
的な場面を示し、それぞれの時代
の歴史像をつかめるようにするな
ど、多面的・多角的に考察する力を
養うよう配慮されている。
・「なぜ～なのか。」「何をねらったの
か。」などの問いかけがあり、生徒
自ら思考するきっかけを作ってい
る。

・世界各国の王朝年表により、歴史
を日本中心の一元的視点ではなく、
多面的・多角的に捉えることができ
るようにしている。
・図や表、年表、写真など様々な種
類の資料から歴史的事象を比較検
討できるように工夫している。
・文献資料が現代文に訳されていな
いので、当時の視点で読むことがで
きる。

２　内容の程
度及び取扱い
について

・「みんなでチャレンジ」コーナーで
は、思考ツールを活用し、会話から
他者の意見を取り入れ、自分の意
見を調整していく活動を設定するこ
とで、主体的・対話的で深い学びが
実現するような工夫が見られる。
・１時間の学習課題が大きく提示さ
れていて、見通しをもって主体的に
学習に取り組むことができるように
なっている。
・探究のステップでは、単元全体の
問いを設定することで生徒が見通し
をもって主体的に学ぶことができる
ようになっている。

・各章の導入で、当時の暮らしの資
料を示し、生徒の興味・関心を高め
ている。
・１時間が見開きのページになって
いて、学習課題から振り返りまでの
学習の流れが見通せる構成となっ
ている。
・歴史の学習の最後に、男女平等・
環境保護・国際協調の３つのテーマ
から調べて発表する活動を設ける
など、SDGsの視点から、主体的な
学びができるように工夫されてい
る。
・学習内容を象徴する言葉をタイト
ルとすることで、生徒が意欲的に学
べるようになっている。

・「章の問い」「節の問い」といった問
いが構造化され、考察する活動を
設定するなど、単元の中での主体
的・対話的で深い学びが実現するよ
うな工夫が見られる。
・「章の振り返り」では、自分の考え
を整理し、自分の言葉で説明する流
れは、「深い学び」を実現する構成
となっている。
・「歴史を探ろう」では、様々な情報
から個に応じた発展的な学習がで
きるように配慮されている。

・「歴史を考えよう」、「地域からのア
プローチ」などの特設ページで、歴
史的事象について主体的に学ぶこ
とができるようni工夫されている。
・「ステップアップ」の発問が用意さ
れ、毎時間より「深い学び」への問
いいが用意されている。
・１時間ごとの学習課題が明確に示
されていて、生徒が何を学ぶか簡単
に理解することができる。
・各ページの問いが多様な発問と
なっており、主体的・対話的で深い
学びを促している。特に、時期や理
由・経緯・差異などに着目できるよう
に工夫されている。

・「チャレンジ歴史」というページを構
成し，主体的に取り組むことができ
る課題を設定したり、グループでの
話合いや意見交換を促す対話的な
学びのステップが提示したりするこ
とで、主体的・対話的で深い学びが
実現するような工夫が見られる。
・単元最初の見開き「学習のはじめ
に」では、問いから疑問や答えを予
想する活動を通して、生徒が見通し
をもって学習に取り組むことができ
るように工夫されている

・歴史上の重要な人物や事件につ
いて詳細な説明を加えることにより
その影響や背景について考察でき
るようにすることで、主体的・対話的
で深い学びが実現するような工夫
が見られる。

年表や資料を読み取り、時代の特
色を説明したり、「Try」などグループ
での意見交換の場も設定されたり
と，主体的・対話的で深い学びが実
現するような工夫が見られる。

・章末の学習のまとめでは、各時代
の特色を考察して発表する活動を
設定するなど主体的・対話的で深い
学びが実現するような工夫が見ら
れる。

・「考えよう」という問いが、随所に掲
載され、自ら学ぶことができるように
工夫されている。
・新聞や年表にまとめたり、ディベー
トをしたりなどの活動的な学習が時
代区分ごとに用意されており、生徒
が自ら考え学びに向かうことができ
るようになっている。また、市町村歌
を調べることにより、身近な地域に
着目し、主体的な学びを促してい
る。
・細かい史実まで記載され、歴史が
好きな生徒は主体的に学ぶことが
できる。

３　内容の配
列・分量

・各時代の重要なテーマやトピック
に関する特集が設けられており、時
代の大きな流れの中で特定のテー
マについて深く学ぶことができる。
・近代以降の人物には、出身県を示
すことで、郷土にゆかりのある人物
を意識できるようにしてある。
・単元導入時に小学校で習った言
葉を掲示することで、つながりを意
識した内容の配列になっている。

・各章の導入の「学習のはじめに」
で単元の予想を立て、各章末では
「学習のまとめと表現」を設けるなど
配列に特色が見られる。
・日本の通史を学ぶだけでなく、身
近な地域の調べ学習が、定期的に
設定されている。
・キャラクターが資料の読み取り
や、考察を促すようにし、学習の流
れに即して調べ学習ができるように
している。

・各章の導入にイラストでその時代
をイメージする「タイムトラベル」を示
し、単元の展開で「イラスト世界地
図」を示し、章末で「時代の特色を
説明しよう」を設けるなど配列に特
色が見られる。
・教科書初めにSDGsの見開きを掲
示することにより、持続可能な社会
について意識を高めている。

・各章の導入で、年表を中心に、学
習内容を示すことで、学習への見通
しをもち、興味・関心が高まる構成
になっている。
・ページを色分けし、世界史の内容
と日本史の内容を分けて考えること
ができるように工夫されている。
・各ページにある用語解説が詳細な
ものになっていて、調べ学習を進め
やすい構成となっている。
・世界の歴史が詳細に叙述され、現
在の国際情勢との関連が意識され
ている。

・単元導入時に見開きで資料を掲
示し、気付いたことから問いを立て
ることにより見通しを持って学習活
動を行える工夫がある。
・見開きページには、時代・世紀の
スケールがあり、学習している時代
や世紀の前後の時代が常に確認で
きるように工夫されている。

・各章の最初のページに，新旧を比
較できる資料が掲載し，各章末で
は、「調べ学習」「復習」「時代の特
徴を考える」ページが設けられ，各
章の展開で，学習内容の理解を深
めるための「もっと知りたいコラム」
を示すなど配列に特色が見られる。

・人物コラムを多数設け、人物の解
説を詳しくしている点に工夫が見ら
れる。
各章の導入に歴史の大きな流れを
つかむための「鳥の目で見る歴史
絵巻」を示しているなどの特色が見
られる。

・各章の導入にテーマに基づいたそ
れぞれの時代の世界地図を描く「章
の扉ページ」を示し、章末では「章を
ふりかえる」を入れるなど配列に特
色が見られる。

・古代と近代に多くのページを充て
て、古代までの日本の学習や近代
国家の歩みと二度の世界大戦の学
習が深まるような特色が見られる。
・各時代区分の学習の最後に、まと
めの問題が掲載され、定着度を確
認しながら学習に取り組むことがで
きる。

４　表記・体
裁・資料

・QRコンテンツから、動画やワーク
シート、学習の振り返りなどが用意
されてることで、学習段階に応じて、
個別最適な学びを支える工夫が見
られる。
・復元写真や想像図など、歴史が実
感できる資料が豊富に掲載されて
いることで具体的なイメージをもって
学習できるようになっている。
・年表スケールインデックスが掲載
されていることにより、歴史全体の
中での位置づけが把握しやすい。

・小学校で既習した人物と中学校で
学習する人物を、表記でわかるよう
にしている。
・二次元コードから、各種コンテンツ
にアクセスして、学習に取り組むこと
ができる。復習や自主学習などの個
別最適化された学びができるように
なる。
・巻末の年表は、１００年ごとに区切
りがあり、時代の流れが理解できる
ようポイントが掲載されている。ま
た、文化の動きや世界の歩みが独
立しているので分かりやすい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・見開きデザインやグラフなどには、
色覚特性をもつ人にも識別しやす
い色や模様が使用されるなどの工
夫が見られる。
・「人物コラム」のコーナーが、４９名
分設けられ、歴史により親しみが持
てるように工夫されている。
・QRを読み取り、様々なコンテンツ
を活用して個別最適な学びができる
よう工夫されている。

・因果関係を重視して本文が細かく
記述されている。
・二次元コードからアメリカの新聞記
事など幅広い各種資料にアクセス
できる。また、NHKアーカイブスから
動画を見ることもでき、個別最適化
された学びに対応できるようになっ
ている。
・高校との接続を考え、常体で記さ
れている。また、高校で扱う史資料
を口語体に直して掲載したり、高校
で求められる概念について詳しく説
明したりしている。

・QRコンテンツから確認小テストな
ど、生徒の学習到達度に応じて教
師が柔軟に提供できる教材が設け
られている。
・SDGsに関連の深い教材について
は、マークを付して、SDGｓについて
考えられるようにしている。
・イントロダクションムービーを視聴
することにより、これから勉強する内
容の関心を高める工夫がされてい
る。

・コラム，ミニコラムを多数掲載し，
歴史への興味関心を湧かせようと
する工夫が見られる。歴史の言葉を
明示して、学習している場面で歴史
用語の意味を理解できるような工夫
が見られる。

・QRコードを読み取り、動画や写真
が閲覧できるようになっている。
・教科書冒頭には、この教科書の使
い方や歴史の学習に仕方について
詳しく掲示されている。
・年表は見開きで設け、シンプルな
構成でありながら海外との関係を矢
印で示し、分かりやすくしている工
夫が見られる。

・A4判の教科書で写真や絵画が大
きく掲示されていて見やすい。
・「フォーカス」によって時代の背景
を紹介し、生徒がイメージしやすい
よように工夫されている。

・側注にキーワードや難解語句の補
足説明を加えている。
・歴史小説や歴史漫画を読むときの
注意点がまとめてあり、フィクション
への注意喚起が図られている。
・A５版で持ち運びがしやすい。
・縦書きで物語文のように読むこと
ができる。

観点　

○平和で民主的な国家及び社
会の形成者に必要な公民として
の資質･能力の基礎を育成する
ために、どのような配慮がされ
ているか。

○主体的・対話的で深い学びを
実現するためにどのような工夫
が見られるか。

○単元の構成や教材の配列に
はどのような特色があるか。

○用語や写真、動画・音声やア
ニメーション等のコンテンツなど
の使用上の便宜等について
は，どのような工夫が見られる
か。


